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六⽅晶窒化ホウ素（h-BN）はホウ素と窒素の六⾓形格⼦構造が層
状に積み重なった構造を持つ。2000年代にNIMSの⾕⼝⽒と渡邊⽒が
⾼品質結晶の合成に成功し、世界中に広まった。h-BNは常に進化し、
新しい分野を開拓し続けてきた材料であった。最初は紫外発光素⼦材
料として注⽬され、次に⾼品質な絶縁体基板として活⽤されるように
なった。最近ではトランジスタや量⼦情報に向けた研究にも使われて
いる。本シンポジウムでは、進化し続ける材料h-BN研究の過去から
現在までを俯瞰し、今後の展望について考える。
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